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一二三四

芳
川
の
タ
キ
ソ
ジ
ュ
ウ
ム

名

称

松
本
市
天
然
記
念
物

芳
川
の
タ
キ
ソ
ジ
ュ
ウ
ム

所

在

松
本
市
大
字
芳
川
小
屋
六
〇
〇
番
地

所
有
者
・
管
理
者

松
本
市

概

略

タ
キ
ソ
ジ
ュ
ウ
ム

(
す
ぎ
科
)
は
学
名
の
属
そ
の

ま
ゝ
の
呼
名
で
、
和
名
で
は
沼
杉
・
落
羽
松
・
二
列
葉
水
松
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
地
質
時
代
の
第
三
紀
の
頃
北
半
球
全
域
に
繁

茂
し
て
い
た
も
の
で
、
日
本
に
も
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
な
ど
と
共
に
化

石
と
し
て
各
所
に
見
出
さ
れ
て
い
る
が
現
在
で
は
北
米
南
部
か
ら

メ
キ
シ
コ
に
か
け
て
の
み
水
湿
地
に
見
ら
れ
る
雌
雄
同
株
の
落
葉

芳川のタキソジュウム

星間∃

針
葉
樹
で
あ
る
。
乾
燥
地
に
も
育
つ
が
水
湿
地
の
も
の
は
藤
』
と
呼
ば
れ
る
呼
吸
根
が
地
上
に
伸
び
出
る
特
性
が
あ
る
。
ま
た
枝
に
長
短

二
型
が
あ
っ
て
。
長
枝
に
は
鱗
片
状
の
葉
が
互
生
し
、
短
枝
は
5
-
1
 
0
億
に
伸
び
て
薄
い
葉
が
二
列
に
互
生
し
、
イ
チ
イ
(
葉
は
厚
い
)
や

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
(
葉
は
対
生
)
に
似
て
い
る
が
、
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
と
同
様
秋
に
は
短
枝
ご
と
落
葉
す
る
。
こ
の
苗
木
は
明
治
末
期
に
日
本
に

渡
来
し
た
と
い
わ
れ
、
信
州
に
は
北
信
に
数
本
、
池
田
町
会
梁
に
一
本
、
片
丘
に
一
本
、
こ
の
芳
川
(
芳
川
小
跡
)
の
一
本
が
知
ら
れ
て
い

て
、
い
ず
れ
も
同
じ
位
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
芳
川
の
も
の
は
幹
囲
二
、
六
m
高
さ
三
〇
m
に
も
及
び
乾
燥
地
の
た
め
気
根
は
見
ら
れ
な
い
が
、
何
の
損
傷
も
認
め
ら
れ
ず
、
樹
姿

の
整
っ
た
樹
勢
の
よ
い
少
な
い
存
在
で
あ
る
。

水
湿
地
を
好
む
植
物
で
あ
り
、
木
の
周
辺
は
で
き
る
だ
け
乾
燥
を
防
ぐ
様
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。



和
田
の
コ

ウ

ヤ

マ

キ

一
名

称

松
本
市
天
然
諦
念
物

和
田
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ

二

所

在

松
本
市
大
字
和
田
三
三
〇
番
地

三

所
有
者
・
管
理
者

同
所

萩
原

貞
視

四

概

略

コ
ウ
ヤ
マ
キ
(
す
ぎ
科
)
は
高
野
山
に
多
い
こ
と
か
ら
名
ず
け
ら
れ
た
と
い
い
、
高
野
山
で
は
六
木
の
一
、
木
曽
で
は
五
木

和田のコウヤマキ

の
一
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
特
産
種
で
主
と
し
て
中
部
地
方
以

南
、
四
国
・
九
州
に
分
布
す
る
が
、
飛
ん
で
福
島
県
の
一
部
に
も

見
ら
れ
る
雌
雄
同
株
の
常
緑
針
葉
樹
で
、
生
長
の
お
そ
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
葉
は
二
枚
が
接
着
し
た
も
の
で
短
枝
に
茶
究
状

に
つ
き
、
少
な
く
と
も
三
年
以
上
は
落
葉
し
な
い
。
ま
た
樹
形
が

極
め
て
端
正
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ー
ダ
・
ヨ
ウ
ス
ギ
と
共
に
世
界
三
大

公
園
樹
ま
た
は
美
樹
と
い
わ
れ
、
東
照
宮
で
は
御
神
木
と
し
て
い

る
o

和
田
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
幹
囲
四
、
二
八
m
、
地
上
五
m
附
近
か

ら
二
幹
に
岐
れ
、
高
さ
三
十
m
に
も
及
び
樹
姿
樹
勢
共
に
勝
れ
恐

ら
く
県
下
随
一
の
巨
木
で
あ
ろ
う
。

2



二二三四

常
楽
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ

名

称

松
本
市
天
然
記
念
物

常
楽
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ

所

在

松
本
市
大
字
内
田
二
〇
九
〇
番
地

所
有
者
・
管
理
者

同
所

常
楽
寺

概
・

略

コ
ウ
ヤ
マ
キ
(
す
ぎ
科
)

に
つ
い
て
は
和
田
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
参
照

コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
巨
木
は
県
内
に
数
少
な
い
。

常
楽
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
小
笠
原
秀
政
の
手
楢
と
い
う

書
類
が
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
三
百
年
以
上
の
樹
令
で
、

幹
囲
三
、
四
〇
m
根
廻
り
八
、
三
〇
m
高
さ
二
五
m
で
、

市
内
で
は
和
田
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
に
次
ぐ
巨
木
で
、
コ
ウ
ヤ

マ
キ
の
典
型
と
も
い
え
る
樹
姿
端
正
樹
勢
も
盛
ん
で
よ
く

管
理
さ
れ
た
美
し
い
木
で
あ
る
。

常楽寺のコウヤマキ

ー3-



伊
和
神
社
の

ケ
ヤ
キ
群

一
名

称

松
本
市
天
然
記
念
物

伊
和
神
社
の
ケ
ヤ
キ
群

二

所

在

松
本
市
大
字
惣
社
五
三
九
・
五
四
〇
番
地

三

所
有
者
・
管
理
者

同
所

伊
和
神
社

四

概

略

ケ
ヤ
ギ

(
ニ
レ
科
)

は
北
海
道
を
除
い
て
本
州
・
四
国
・
九
州
の
低
地
や
丘
陵
に
分
布
す
る
ご
く
有
り
ふ
れ
た
落
葉
高
木
で
、

生
長
が
早
く
花
に
雌
雄
の
別
が
あ
っ
て
同
株
に
咲
き
、
樹
令
の
長
い
も
の
の
一
つ
で
大
木
に
な
る
が
、
そ
の
材
は
世
界
の
木
材
中
優
位
を
占

め
る
こ
と
も
あ
っ
て
殆
ん
ど
が
伐
ら
れ
、
今
で
は
巨
木
老
木
は
神
社
寺
院
な
ど
に
単
本
か
教
本
が
残
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

伊
和
神
社
は
そ
の
境
内
わ
ず
か
三
二
七
八
鵬
の
範
囲
内
に
目
通
り
一
m
を
越
え
る
も
の
だ
け
で
も
二
六
本
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
最
大
の
も
の
は
、
か
っ
て
県
の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
今
は
主
幹
の
空
洞
は
著
し
い
が
側
枝
は
健
在
で
あ
る
。

ケ
ヤ
キ
の
こ
の
よ
う
な
群
落
的
存
在
は
、
こ
の
地
方
の
古
い
林
相
の
お
も
か
げ
を
止
め
る
代
表
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

ケ
ヤ
ギ
は
特
に
陽
樹
な
の
で
、
生
長
の
早
い
常
緑
針
葉
樹
の
混
横
を
絶
対
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
林
床
を
裸
地
化
し
て
乾
燥
す
る

こ
と
も
瞑
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



橋

倉

家

住

宅

一
名

称

長
野
県
室

橋
倉
家
住
宅
一
棟

二

所

在

松
本
市
旭
二
丁
目
一
〇
-
一

三

所
有
者
・
管
理
者

同
所

橋
倉

正
安

四

構
造
形
式
並
び
に
規
模

母
屋
は
木
造
平
屋
建
、
一
部
二
階
建
、
屋
根
鉄
板
葺
、
切
妻
造
、
前
後
に
下
屋
庇
を
付
す
。
但
し
母
屋
背
後
に

木
造
平
家
建
、
鉄
板
葺
、
切
妻
道
の
便
所
を
建
て
母
屋
と
の
間
を
鉄
板
葺
の
廊
下
で
連
絡
す
る
。
母
屋
梁
行
九
・
一
一
m
、
同
桁
行
十
一
・

七
九
m
、
延
面
積
一
五
三
・
三
三
部
。

五

創
建
等

橋
倉
家
は
旧
松
本
藩
士
で
、
そ
の
詳
細
な
系
譜
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
末
期
以
降
は
、
旧
侍
屋
敷
町
(
旧

東
之
丁
)

の
現
存
住
宅
に
代
々
居
住
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
の
禄
高
や
役
職
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
住
宅
の
形
式
や
所
在
地
か
ら
み
て
、
五
〇
石
未
満
の
武
士
階
層
に
属
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
建
築
年
代
は
そ
の
様
式
や
部
材
の
風
蝕
程
度
か
ら
み
て
、
1
9
世
紀
前
期
に
建
築
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

六

考
察

旧
東
之
丁
は
旧
松
本
藩
士
の
住
宅
の
並
ん
で
い
る
侍
屋
敷
町
で
、
現
在
も
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
家
が
多
い
が
、
橋
倉
家
住
宅

は
そ
の
な
か
で
も
、
江
戸
時
代
の
景
観
を
も
っ
と
も
良
好
に
残
し
て
い
る
家
で
あ
る
。
屋
敷
の
大
き
さ
は
間
口
約
6
間
、
奥
行
約
1
0
間
で
あ

る
。
住
宅
は
切
妻
造
、
平
人
で
、
大
戸
口
は
直
接
道
路
に
而
し
て
開
か
れ
て
い
る
が
、
客
座
敷
の
表
に
は
塀
が
あ
り
、
以
前
は
こ
こ
に
簡
単

な
門
を
備
え
た
板
塀
が
建
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
橋
倉
家
住
宅
の
間
取
は
、
下
級
武
士
住
宅
の
典
型
的
形
式
を
示
す
も
の
で
、
大
戸
口
を

入
る
と
通
り
土
間
が
あ
り
そ
れ
に
沿
っ
て
、
6
帖
(
主
人
の
書
斎
荒
応
接
室
)
、
な
か
の
ま
(
居
間
8
帖
)
お
か
っ
て
(
8
帖
)
が
並
び
、

そ
の
奥
に
か
み
ざ
し
き
(
1
0
帖
)
し
も
ぎ
し
き
(
8
帖
)
納
戸
(
4
帖
)
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
二
階
に
は
床
の
間
の
つ
い
た
6
帖
間

5



が
つ
く
ら
れ
、
母
屋
の
後
方
に
は
渡
り
廊
下

で
連
結
し
た
別
棟
の
便
所
が
あ
る
。
こ
の
住

宅
の
内
部
の
形
式
は
、
長
押
を
省
略
し
て
い

る
こ
と
、
か
み
ざ
し
き
以
外
は
天
井
を
省
略

し
て
い
る
こ
と
、
か
み
ざ
し
き
の
表
側
に
雨

戸
を
つ
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
、
武
士
住

宅
に
対
す
る
厳
し
い
規
制
を
う
か
が
わ
せ
る

が
、
一
方
内
部
の
雑
作
は
念
入
り
に
つ
く
ら

れ
、
建
築
材
料
も
か
な
り
立
派
な
も
の
が
使

わ
れ
て
い
る
。
橋
倉
家
は
、
こ
の
よ
う
に
江

戸
時
代
の
武
士
住
宅
の
形
式
を
近
年
ま
で
良

好
に
保
持
し
て
き
て
お
り
、
わ
ず
か
に
台
所

流
し
、
縁
側
雨
戸
等
が
改
造
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
外
観
も
屋
根
を
当
初
の
板
葺
か
ら
鉄
板

葺
に
改
め
た
り
、
ガ
ラ
ス
窓
を
加
え
る
な
ど

若
干
の
改
造
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時

代
の
武
士
住
宅
の
特
色
を
よ
く
保
持
し
て
い

る
。

橋倉正安氏宅 平面図

-
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一
名

称

宋

漠

二

所

在

三

所
有
者
・
管
理
者

重
要
文
化
財

宋
版
漢
書

慶
元
刊
本
(
内
六
冊
補
配
本
)

劉
之
問
、
黄
宗
仁
刊
行
抜

松
本
市
開
智
二
丁
目
六
番
二
十
三
号

市
立
松
本
図
書
館

松
本
市
(
図
書
館
保
管
)

四

概

略

本
書
は
南
宋
時
代
慶
元
年
間
に
、
福
建
路
建
寧
府
建
安
藤
に
お
い
て
、
劉
之
間
(
手
元
起
)
・
黄
宗
仁
(
字
善
夫
)
が
共
同

し
て
出
版
し
た
三
史
の
う
ち
の
『
漢
書
』
で
、
刊
行
の
年
号
に
よ
っ
て
慶
元
刊
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
巻
数
は
、
目
録
・
引
用
書
目
等
の
首
目
(
一
冊
)
、
紀
一
巻
(
二
冊
)
、
表
六
巻
(
四
冊
)
、
志
十
巻
(
十
一
冊
)
、
伝
五
十

五
巻
(
三
十
六
冊
)
で
、
欠
巻
分
は
狩
谷
破
斎
が
明
版
六
冊
(
う
ち
一
冊
は
宋
版
と
重
複
)
を
も
っ
て
補
配
。
六
十
冊
か
ら
な
る
。

体
裁
は
袋
綴
冊
子
本
で
、
室
町
時
代
と
認
め
ら
れ
る
朱
色
表
紙
を
装
し
、
後
補
の
白
地
題
茶
に
「
前
漢
書
『
幾
日
」
と
外
題
さ
れ
る
。
版

式
は
左
右
双
辺
、
有
界
、
半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
注
双
行
二
十
四
字
、
版
心
は
細
黒
口
、
魚
屋
、
稀
に
「
察
」

「
辛
」
な
ど
の
刻
工
名
が

あ
り
、
各
葉
左
端
上
に
耳
題
を
掲
げ
て
い
る
。
宋
講
は
慎
、
玄
、
弘
、
殿
、
匡
、
恒
、
員
、
徴
ま
で
で
、
文
中
に
は
墨
返
点
・
送
り
仮
名
、

朱
句
点
・
朱
引
か
あ
り
、
上
下
欄
外
に
は
『
史
話
』

『
文
選
』

『
論
語
』

『
通
鑑
』
等
の
諸
書
か
ら
の
注
話
書
入
れ
が
み
え
、
そ
の
多
く
は

筆
跡
よ
り
み
て
室
町
五
山
僧
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
目
録
末
に
本
書
が
甲
寅
(
紹
興
四
年
・
一
一
三
四
)
か
ら
丙
辰
(
慶
元
二
年
・
二
九
六
)

に
か
け
て
校
正
さ
れ
た
こ
と
を
示
す

黄
宗
仁
容
文
、
引
用
書
目
の
後
に
宋
景
文
公
校
勘
の
十
五
本
に
加
え
、
新
た
に
十
四
本
を
三
校
し
た
旨
を
伝
え
た
慶
元
嗣
歳
端
陽
日
の
劉
之

問
識
語
、
列
伝
第
一
末
に
「
建
安
黄
善
夫
刊
・
干
家
塾
之
敬
室
」
の
本
話
が
み
え
て
、
前
掲
上
杉
家
旧
蔵
文
化
庁
本
と
同
版
で
あ
る
こ
と
を

7



宋 版 漢 書

8

示
し
て
い
る
。

本
書
は
、
猪
谷
椴
斎
旧
蔵
本
で
同
版
本
で
あ
る
上
杉
家
旧
蔵
本
(
現
・

文
化
庁
保
管
)
に
比
べ
る
と
欠
巻
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
各
冊
の
体

裁
お
よ
び
目
録
の
編
成
に
お
い
て
旧
態
を
存
し
て
お
り
、
上
杉
家
旧
蔵

本
に
み
え
な
い
黄
宗
仁
の

文
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
o

な
お
昭
和
五
十
六
・
七
年
度
に
お
い
て
文
化
庁
の
補
助
、
指
導
を
得

て
修
理
を
施
し
た
。



弘

法

山

古

墳

一
名

称

史
跡

弘
法
山
古
墳

二

所

在

地

松
本
市
大
字
出
川
丸
山
一
〇
〇
〇
番
地
(
墳
頂
部
)

三

所
有
者
・
管
理
者

松
本
市

四
構
造
形
式
等

形
式
は
前
方
後
方
墳
で
、
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
主
軸
の
長
さ
は
約
六
十
三
m
で
、
後
方
部
の
幅
は

約
三
十
三
m
・
高
さ
約
六
m
、
前
方
部
の
幅
は
二
十
二
m
・
高
さ
は
約
二
m
と
い
う
墳
丘
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
自
然
の
地
山
と
の
区

別
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
後
方
部
は
元
の
墳
丘
頂
部
か
ら
二
二
m
前
後
削
平
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

内
部
構
造
(
後
方
部
)
は
地
表
下
約
一
m
前
後
に
人
頭
大
の
河
原
石
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
約
六
・
六
m
X
五
・
四
m
の
方
形
で
、
こ
の

中
央
部
に
長
さ
五
m
幅
一
・
三
m
(
中
央
部
)
深
さ
約
〇
・
九
三
m
の
竪
穴
式
石
室
が
検
出
さ
れ
た
。
な
お
天
井
石
は
な
く
、
壁
体
部
は
河

原
石
で
あ
っ
た
。

出
土
遺
物
は
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
・
四
獣
文
鏡
・
鉄
斧
・
鉄
剣
・
銅
鉾
・
土
師
器
な
ど
が
あ
っ
た
。

9

五

経

偉

昭
和
四
十
九
年

三
月
二
十
二
日

昭
和
四
十
九
年

五
月
二
十
四
日

昭
和
五
十
一
年

六
月

二
十
日

昭
和
五
十
一
年
十
二
月

八
日

昭
和
五
十
六
年
度

古
墳
の
所
在
が
確
認
さ
れ
る
。

調
査
団
に
よ
り
調
査
開
始
。

国
の
史
跡
に
指
定
。

全
面
積
(
六
六
・
四
七
六
鵬
)
が
松
本
市
の
所
有
地
と
な
る
。

国
(
文
化
庁
)
の
補
助
事
業
に
よ
り
古
墳
の
環
境
整
備
事
業
を
実
施
。



六

特

色

日

丘
陵
突
端
を
占
め
る
古
式
古
墳
の
形
式
を
そ
な
え
、
ま
た
、
ま
れ
に
み
る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
(
眺
望
)
を
そ
な
え
て
い
る
。

口

前
方
後
方
墳
の
形
式
を
示
し
て
お
り
、
東
日
本
に
お
い
て
も
最
も
古
い
序
列
の
中
に
入
る
も
の
。

臼

内
部
の
構
造
主
体
(
竪
穴
式
石
室
)
は
特
異
か
つ
雄
大
な
構
造
を
示
し
て
い
る
。

㈲

鉄
斧
や
鏡
の
性
格
等
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。

七

現

状

古
墳
前
方
部
を
〇
・
五
m
後
方
部
を
一
m
盛
土
で
保
護
す
る
と
と
も
に
、
方
形
の
形
状
を
明
瞭
に
し
て
あ
る
。

ま
た
既
設
の
道
路
は
埋
め
戻
し
を
し
て
、
山
腹
の
形
状
を
原
型
に
復
し
環
境
を
保
護
し
て
い
る
。



北西方向から古墳をみる

四獣文鏡 石室と外破施設

丁間一



金

鋼

製

天

冠

一
名

称

長
野
県
宝

金
銅
製
天
冠

二

所

在

松
本
市
浅
間
温
泉

松
本
市
役
所
本
郷
支
所

三

所
有
者
・
管
理
者

松
本
市

四

概

要

こ
の
天
冠
は
銅
地
金
張
り
で
、
狭
帯
の
額
当
式
の
立
挙
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
厚
さ
約
一
皿
の
鋼
板
に
鍍
金
し
た

も
の
で
、
裏
面
は
鋳
化
し
て
緑
青
色
を
帯
び
て
い
る
。

帝
都
は
右
側
一
部
を
欠
失
し
て
い
て
、
現
長
二
三
帥
と
な
っ
て
い
る
が
、
復
元
し
た
全
長
は
二
七
〇
〇
を
計
測
す
る
。
端
末
の
幅
は
四
億
、

こ
ゝ
か
ら
中
央
の
立
挙
に
向
う
に
従
っ
て
緩
や
か
に
高
ま
り
、
立
挙
の
接
触
部
で
幅
四
・
五
の
と
な
る
、
上
縁
に
は
、
毛
彫
手
法
に
よ
る
二

条
の
並
行
線
と
、
そ
の
間
に
同
様
毛
彫
の
渡
文
と
小
珠
文
を
配
し
て
い
る
が
、
底
部
は
一
文
字
を
な
し
、
案
文
と
な
っ
て
い
る
。

帝
都
中
央
の
立
挙
は
長
さ
一
八
・
七
億
で
、
帝
都
と
一
連
の
金
鋼
板
か
ら
成
っ
て
い
て
、
こ
の
基
部
は
幅
四
・
八
億
で
、
上
端
へ
行
く
に

従
っ
て
緩
や
か
な
膨
み
を
も
ち
な
か
ら
狭
ま
り
、
上
端
花
形
装
飾
の
基
部
で
二
・
二
伽
と
な
る
。

花
形
装
飾
は
中
央
と
左
右
の
三
枝
に
分
れ
る
。
三
枝
と
も
に
先
端
を
失
っ
て
い
る
が
、
中
央
の
先
端
は
宝
珠
形
を
呈
し
て
い
た
も
の
の
よ
う

で
、
左
右
の
も
の
は
上
方
へ
向
っ
て
半
円
を
描
い
て
尖
葉
形
を
呈
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
立
挙
部
の
両
縁
辺
に
沿
っ
て
、
帝
都
上
辺
か
ら
連
続
し
た
毛
彫
に
依
る
並
行
線
と
波
状
文
お
よ
び
珠
文
が
左
右
の
尖
葉
部
下
辺
の
尖

端
ま
で
続
い
て
い
る
。

中
央
立
挙
の
基
部
両
側
に
、
帝
都
上
辺
に
一
側
余
り
裏
面
で
重
ね
、
二
本
の
円
形
鋲
で
連
結
さ
せ
た
左
右
の
立
挙
は
、
右
方
の
部
は
欠
失

し
て
い
る
が
、
外
向
斜
上
方
へ
向
っ
て
弧
線
を
描
き
、
そ
の
下
辺
は
一
度
緩
く
突
出
し
、
尖
葉
形
で
終
っ
て
い
る
。
こ
の
長
さ
三
一
億
で
幅

重2



復元模造品出土品実測図

は
帝
都
接
着
部
で
二
二
二
の
、
上
部
で
幅
三
・
三
億
の
幅
広
と
な
っ

て
い
る
。
周
縁
に
は
同
様
に
並
行
線
と
渡
文
及
び
珠
文
が
施
し
て
あ
る
。

る
o

な
お
、
こ
の
帝
都
右
側
裏
に
堅
櫛
、
左
方
の
立
挙
裏
面
に
布
吊
残

片
が
共
に
鍾
着
い
て
い
た
が
、
布
晶
残
片
は
平
織
の
麻
布
系
統
に
属

す
る
も
の
で
、
冠
帯
内
面
に
綴
付
け
て
、
金
部
が
肉
体
に
直
接
し
な

い
よ
う
に
し
た
裏
裂
か
、
頭
部
を
破
覆
し
た
布
の
残
片
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
天
冠
は
昭
和
三
十
年
九
月
、
当
時
の
本
郷
村
浅
間
の
桜
ケ
丘
-

古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
内
古
墳
発
見
の
天
冠
関
係

遣
物
は
甚
だ
例
が
少
く
、
そ
れ
等
は
何
れ
も
各
形
状
を
異
に
し
て
い

る
。
こ
の
天
冠
も
従
来
発
見
の
も
の
と
形
状
等
を
異
に
し
て
い
て
、

天
冠
の
形
式
に
一
形
式
を
加
え
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。



内

田

の

サ

サ

ラ

踊

り

一
名

称

松
本
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

内
田
の
サ
サ
ラ
踊
り

二

所

在

松
本
市
内
田

三

保
存
団
体

内
田
サ
サ
ラ
踊
り
保
存
会

四

概

略

サ
ラ
サ
踊
り
の
発
生
は
江
戸
時
代
以
前
と
言
わ
れ
る
が
定
か
で
な
い
。
こ
の
踊
り
は
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
内
田
地

区
で
は
保
存
会
や
町
会
の
人
々
が
中
心
に
な
り
、
盆
踊
り
を
中
心
に
し
て
地
域
の
な
か
で
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

内
田
地
区
は
古
く
は
信
濃
の
官
牧
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
献
上
馬
を
送
り
出
す
と
き
の
「
身
ぶ
り
手
ぶ
り
」
が
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
牛
伏
寺
の
信
仰
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
o
こ
の
馬
を
送
り
出
し
た
日
が
八
月
十
五
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
信
仰
と
結

び
つ
き
、
盆
踊
り
の
形
を
と
り
大
衆
化
し
て
き
た
も
の
で
、
か
っ
て
は
、
こ
の
唄
や
踊
り
が
お
盆
を
中
心
に
牛
伏
寺
の
庭
で
行
な
わ
れ
て
い

た
。

サ
サ
ラ
と
い
う
楽
器
は
原
始
的
な
も
の
で
、
長
さ
約
2
4
伽
・
巾
約
3
帥
・
厚
さ
約
9
皿
の
竹
の
板
を
三
十
八
枚
ほ
ど
合
わ
せ
て
根
元
を
シ

ナ
ノ
木
の
皮
で
結
び
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
o
踊
り
は
、
昔
か
ら
サ
サ
ラ
を
持
た
な
い
人
は
う
ち
わ
を
持
つ
か
、
前
の
人
の
肩
に
手
を
か
け

足
の
造
作
だ
け
で
踊
る
と
い
う
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
(
昭
和
二
十
年
代
か
ら
)
手
を
つ
か
う
よ
う
に
振
付
さ
れ
て
い
て
、
唄

の
文
句
も
昭
和
時
代
の
も
の
で
、
昔
か
ら
の
も
の
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

五

現

状
地
区
内
の
常
楽
寺
で
盆
踊
り
(
8
/
1
 
4
-
8
/
1
 
6
)
と
し
て
踊
ら
れ
て
い
る
・
若
年
層
に
教
え
た
り
、
地
区
外
の
行
事
へ
参

加
し
て
踊
る
な
ど
保
存
伝
承
に
努
め
て
い
る
。

14



内
田
サ
サ
ラ
踊
り

「
唄
」

駒
を
飼
い
た
る
昔
の
牧
に

内
田
千
戸
の
花
が
咲
く

丸
く
で
て
き
て
内
田
で
し
ば
し

月
も
踊
り
の
仲
間
入
り

竹
も
切
ら
れ
て
さ
さ
ら
と
な
り
て

可
愛
娘
の
手
に
す
が
る

泉
小
太
郎
は
鉢
伏
育
ち

内
田
若
衆
の
男
意
気

丸
く
な
る
ほ
ど
調
子
が
そ
ろ
い

さ
ゝ
ら
踊
り
の
夜
が
更
け
る

貢
の
名
馬
を
い
だ
せ
し
郷
に

今
も
名
残
り
の
牧
の
内

峯
は
ま
だ
雪
ふ
も
と
は
青
葉

間
の
い
で
湯
は
花
ざ
か
り

登
れ
五
千
尺
鉢
伏
山
へ

四
方
の
景
色
は
日
本
一

さ
ゝ
ら
踊
り
の
さ
ゝ
ら
の
音
は

月
が
落
ち
て
も
ま
だ
や
ま
ぬ

槙
の
大
樹
に
月
傾
き
て

踊
り
賑
う
常
楽
寺

お
月
き
ゃ
ち
ょ
ろ
り
出
て
横
に
雲
抱
き
ゃ
る

お
ら
も
抱
き
た
や
お
十
七
を

江
戸
へ
五
十
五
里

名
古
屋
へ
五
十
里

お
伊
勢
様
へ
は
七
十
五
聖

経
も
踊
ら
に
ゃ
お
ら
三
人
で

四
角
三
角
ソ
バ
の
な
り

姉
さ
出
て
見
ろ
向
井
の
山
で

猿
が
餅
つ
く
木
の
又
で

月
は
端
山
へ
入
ろ
と
ま
ま
よ

踊
り
や
め
ま
い
夜
明
け
ま
で

盆
に
ゃ
ご
ざ
れ
よ

盆
中
に
ゃ
ご
ざ
れ

死
ん
だ
仏
も
盆
に
ゃ
く
る

松
は
こ
の
世
の
あ
や
か
り
も
の
よ

枯
れ
て
落
ち
て
も
二
人
づ
れ

こ
ぼ
れ
松
葉
を
手
で
か
き
よ
せ
て

主
の
お
い
で
を
焚
い
て
待
つ

さ
さ
ら

さ
さ
ら
と
な
る
音
を
聞
け
ば

は
ね
た
仕
事
も
手
に
ゃ
つ
か
ぬ

奥
山
の
も
み
じ
ふ
み
わ
け

ふ
み
わ
け

わ
け
て

し
か
と
話
が
し
て
み
た
い

一
日
あ
わ
ね
は
二
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
、
六
日

七
・
八
日
、
九
日
、
十
日
も
あ
わ
ぬ
よ
だ

内
田
極
楽
お
寺
が
四
ヶ
所

朝
な
夕
な
に
鐘
が
な
る

月
は
ま
ん
ま
る
踊
り
も
ま
る
く

人
の
心
も
ま
ん
ま
る
く

内
田
新
ソ
バ
娘
の
手
打
ち

で
き
も
よ
け
れ
ば
味
も
よ
い

内
田
よ
い
と
こ
お
蚕
ど
こ
ろ

娘
く
れ
た
や
嫁
ほ
し
や

深
山
紅
葉
に
鳴
く
鹿
よ
り
も

内
田
娘
の
情
に
泣
く

つ
れ
て
参
ろ
う
牛
伏
専
横
へ

娘
十
九
の
厄
除
け
に

今
年
し
ゃ
豊
年
鉢
伏
山
に

八
と
残
っ
た
雪
の
あ
と

桑
の
青
さ
よ
た
す
き
の
赤
さ

小
唄
か
わ
い
や
顔
み
た
や

内
田
よ
い
と
こ
一
度
は
お
い
で

お
寺
参
り
や
揚
遊
び
に
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一
名
、
称

二

所

在

大
安
楽
寺
大
日
如
来
座
像

松
本
市
重
要
文
化
財

大
安
楽
寺
大
日
如
来
座
像

松
本
市
女
鳥
羽
二
丁
目
五
番
四
号

三

所
有
者
・
管
理
者

大
安
楽
寺

四

由
緒
・
概
略

大
安
楽
寺
は
真
言
宗
の
寺
院
で
、
中
世

ま
で
松
本
城
北
旧
徒
士
町
の
北
方
に
あ
っ
た
も
の
が
、
近

世
の
初
め
に
松
本
城
の
鬼
門
鎮
護
と
し
て
現
地
に
移
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
の
廃
仏
に
よ
り
廃
寺
と
な
っ
た

が
、
の
ち
に
再
興
し
た
。
密
教
寺
院
の
常
と
し
て
こ
の
大

日
如
来
は
客
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

製
作
年
代
は
藤
原
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
初
期
と

考
え
ら
れ
る
。

像
高
五
十
五
・
五
側
、
面
巾
十
・
七
伽
、
面
奥
十
二
・

八
億
、
寄
木
造
り
彫
眼
体
部
構
造
に
は
鎌
倉
時
代
の
快
慶

の
技
法
が
み
ら
れ
る
。
台
座
・
光
背
は
近
世
の
後
補
で
あ

る
亘
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一
名

称

二

所

在

正

念

寺

の

仏

像

松
本
市
重
要
文
化
財

正
念
寺
阿
弥
陀
如
来
半
脚
像
及
両
脇
侍
立
像

松
本
市
重
要
文
化
財

正
念
寺
地
蔵
菩
薩
立
像

松
本
市
寿
豊
丘
(
百
瀬
)

三
二
八

三

所
有
者
・
管
理
者

正
念
寺

四

由
緒
・
概
略

正
念
寺
は
、
松
本
地
方
で
は
数
少
な
い
、
天
台
宗
浄
発
願
寺
派
末
の
寺
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
は
本
尊
で
あ
り
享
保
九
年

の
木
食
僧
相
阿
上
人
の
作
で
あ
る
o
本
尊
の
胎
内
か
ら
は
銘
板
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
菩
薩
は
、
空
幻
明
阿
作
と
伝
わ
る
江
戸
時
代
の

も
の
で
あ
る
。

<
阿
弥
陀
如
来
半
脚
像
>

総
高
鵬
0
0

像
高
雌
帥

寄
木
造
半
脚
像
玉
眼

脇
侍
響
菩
薩
像
高
書
寄
木
造
立
像

脇
侍
勢
至
菩
薩
像
高
書

〃

〃

<
地
蔵
菩
薩
>

像
高
的
側
面
奥
猶
側
面
巾
朗
側

寄
木
造
彩
色
、
玉
眼
、
左
手
に
宝
珠
、
右
手
に
錫
杖

17



阿弥陀如来半脚及両脇侍立像

地蔵菩薩立像
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一
名

称

二

所

在

西

善

寺

の

仏

像

松
本
市
重
要
文
化
財

西
善
寺
阿
弥
陀
三
尊
像

西
善
寺
阿
弥
陀
如
来
座
像
及
両
脇
侍
立
像

四
書
寺
地
蔵
菩
薩
半
跡
像

松
本
市
和
田
(
境
)
一
三
一
五

三

所
有
者
・
管
理
者

西
善
寺

四

由
緒
・
概
略

西
善
寺
は
天
台
宗
浄
発
願
寺
末
の
寺
で
あ
る
が
、
開
基
年
暦
は
不
詳
で
あ
り
、
現
在
は
庫
裏
と
一
体
の
本
堂
を
残
こ
す
の

み
で
あ
る
。
こ
の
仏
像
(
三
件
五
体
)
は
明
治
の
廃
仏
の
際
、
松
本
清
水
の
念
来
寺
か
ら
当
時
末
寺
で
あ
っ
た
西
善
寺
に
移
し
た
も
の
で
、

松
本
地
方
の
天
台
律
宗
の
中
心
で
あ
っ
た
念
来
寺
の
歴
史
を
知
る
重
要
資
料
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
座
像
及
両
脇
侍
立
像
と
地
蔵
菩
薩
半
跡

像
は
念
来
寺
六
世
空
幻
明
阿
の
作
で
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
松
本
地
方
最
大
の
像
で
あ
る
。

<
阿
弥
陀
三
尊
像
>

製
作
年
代
は
鎌
倉
時
代
前
期
と
推
定
さ
れ
る
鋳
銅
製
の
立
像
で
、
善
光
寺
如
来
と
い
わ
れ
る
。
長
野
県
か
ら
関
東
方
面
に
か
け
て

は
ま
れ
に
み
る
美
作
で
あ
る
。

(
詳
細
第
二
集
へ
掲
載
)

<
阿
弥
陀
如
来
座
像
及
両
脇
侍
立
像
>

本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
寄
木
造
玉
眼
入
り
の
丁
寧
な
作
で
あ
り
脇
侍
も
と
も
に
整
っ
て
い
る
。
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像
高

本
尊
阿
弥
陀
如
来
座
像

1
 
6
7
帥

脇
侍

観
音
菩
薩
立
像

2
0
5
帥

脇
侍

勢
至
菩
薩
立
像

2
 
1
0
億

<
地
蔵
菩
薩
半
脚
像
>

半
脚
の
足
先
か
ら
の
像
高
が
三
・
五
四
メ
ー
ト
ル
の
大
き

な
像
で
あ
る
。
寄
木
造
金
漆
仕
上
げ
・
地
蔵
形
・
玉
眼
・
半

眼
に
開
き
、
丁
寧
な
作
と
い
え
る
。

脇 侍(勢至像)

地蔵菩薩半脚像

阿弥陀如来座像

-20-

脇 侍(観音像)



一
名

称

二

所

在

西
善
寺
名
号
雨
乞
軸

松
本
市
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

西
善
寺
名
号
雨
乞
軸

松
本
市
和
田
(
境
)

三
二
五

三

所
有
者
・
管
理
者

四
書
寺

四

概

略

仏
像
類
と
同
様
に
も
と
は
念
来
寺
の
所
有
で
あ
る
。
空
誉
上
人
の
筆
に
よ
る
江
戸
時
代
(
元
禄
六
年
)
の
作
で
大
き
さ
は
長

さ
6
 
・
7
m
・
幅
l
 
・
5
m
の
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
雨
乞
の
時
使
用
さ
れ
た
掛
軸
で
あ
る
。

〃
○
○
置2



旧
松
本
高
等
学
校
本
館
及
び
講
堂

一
名

称

長
野
県
宝
旧
松
本
高
等
学
校
本
館
及
び
諮
堂

二

所

在

松
本
市
県
三
丁
目
一
番
言
百

三

所
有
者
・
管
理
者

文
部
省
(
信
州
大
学
)
松
本
市

田

構
造
、
形
式
並
び
に
規
模

本

館

本
造
二
階
建
・
屋
根
瓦
葺
・
寄
模
造
、
た
だ
し
コ
の
字
型
に
折
れ
曲
り
玄
関
周
囲
に
切
妻
破
風
及
び
マ
ン
サ
ー
ド
型
破
風

を
付
す
。

梁
行
九
・
〇
九
m
、
桁
行
(
折
れ
曲
り
延
長
)

三
一
六
・
三
五
m
、
・
延
面
積
二
、
四
七
一
皿

講

堂

木
造
平
屋
建
一
部
二
階
建
・
屋
根
鉄
板
瓦
枠
葺
・
切
妻
造
、
た
だ
し
屋
根
の
一
部
に
小
塔
及
び
切
妻
破
風
を
付
す
。

梁
行
二
十
五
・
四
五
m
、
桁
行
三
十
七
・
三
十
m
、
延
面
積
九
五
一
皿

五

沿
革
・
概
略

大
正
九
年
に
創
立
開
校
さ
れ
た
旧
制
松
本
高
等
学
校
の
本
館
と
講
堂
で
あ
る
。
こ
の
建
設
工
事
の
詳
し
い
詳
録
等
が
不
明

で
あ
る
が
、
大
正
九
年
に
竣
工
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
戦
後
学
制
改
革
に
よ
り
信
州
大
学
の
校
舎
と
な
り
、
昭
和
4
8
年
3
月
ま
で
使
用
さ

れ
た
。

こ
の
両
建
築
は
、
明
治
時
代
中
期
に
お
け
る
旧
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
高
等
学
校
建
築
の
建
設
の
あ
と
を
受
け
て
、
大
正
時
代
前
期
に
高
等

学
校
が
飛
躍
的
に
増
設
さ
れ
た
時
期
の
建
築
の
代
表
例
で
あ
り
、
大
正
前
期
の
木
造
洋
風
建
築
の
作
例
と
し
て
は
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
、
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保
存
の
良
好
な
代
表
的
作
例
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
学
校
教
育
史
及
び
学
校
建
築
史
上
に
お
い
て
も
、
大
正
前
期
の
旧
制
高
等
学
校
の
状
況

を
も
っ
と
も
良
好
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
西
洋
建
築
様
式
を
簡
略
化
し
て
木
造
建
築
に
応
用
し
た
洋
風
建
築
で
、
日
本
の
公
共
建
築
に
多
く
用
い
ら
れ
た
様
式
の
代
表
例
と

も
言
え
る
。

本 館(玄関)



本 館(校 舎)

-24-



現状平面図

本館 2 階

(あがたの森文化会館)

(
南
校
舎
)

(
南
校
舎
)

-25-

諦堂1階

□孟「
請堂 2 階



水

野

家

廟

所

一
名

称

松
本
市
史
跡

水
野
家
廟
所

二

所

在

松
本
市
大
村
(
玄
向
寺
基
地
隣
接
)

三

所
有
者
・
管
理
者

玄
向
寺

四

由
緒
・
概
略

水
野
家
は
寛
永
十
九
年
か
ら
享
保
十
年
ま
で
六

代
八
十
四
年
に
わ
た
っ
て
松
本
藩
の
領
主
で
為
っ
た
。
水
野
氏
は

松
本
旧
本
町
の
春
了
寺
(
廃
寺
)
を
菩
提
寺
と
し
玄
向
寺
を
墓
守

寺
と
し
て
廟
所
を
か
ま
え
た
が
、
こ
こ
に
遺
骸
を
葬
ら
れ
た
の
は

水
野
忠
直
(
松
本
水
野
家
三
代
目
)
の
み
で
他
は
供
養
塔
で
あ
る
。

廟
所
は
大
型
の
五
輪
塔
九
基
よ
り
な
り
周
囲
に
は
石
垣
根
を
回

し
て
あ
る
。

被
葬
者
・
供
養
者
は
次
の
と
お
り

真
珠
院
(
水
野
忠
清

福
寿
院
(
同

室
)

道
樹
院
(
水
野
忠
職
=

春
陽
院
(
同

室
)

賢
徳
院
(
水
野
忠
直
高

柔
軟
院
(
同

室
)

-
智
徳
院
(
水
野
忠
周
=

智
清
院
(
同

室
)

徳
本
院
(
水
野
忠
幹
‖

松
本
藩
祖
)

二
代
)

三
代
)

四
代
)

五
代
)
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玄

向

寺

の

境

内

一
名

称

松
本
市
名
勝

玄
向
寺
の
境
内

二

所

在

松
本
市
大
村
六
八
一

三

所
有
者
・
管
理
者

玄
向
寺

四

由
緒
・
概
略

玄
向
寺
は
浄
土
宗
の
寺
で
、
寺
名
を
念
仏
寺

及
び
清
光
寺
と
称
し
た
こ
と
が
あ
り
、
寛
文
九
年
松
本
城
主
水

野
忠
直
の
時
代
に
廟
所
と
な
り
玄
向
寺
と
改
称
さ
れ
た
。

当
寺
の
庭
園
は
数
百
株
か
ら
な
る
牡
丹
園
及
び
イ
チ
ョ
ウ
・

赤
松
の
大
木
か
ら
な
り
、
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
寺
観
を
な

し
て
い
る
。
又
、
参
道
の
石
仏
群
は
信
濃
百
番
観
音
・
松
本
札

所
・
三
十
三
番
観
音
・
六
地
蔵
・
槍
ヶ
岳
開
山
播
隆
上
人
像
等

百
五
十
体
余
か
ら
な
り
、
整
然
と
整
備
さ
れ
て
い
て
、
境
内
の

庭
園
と
相
ま
っ
て
優
れ
た
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
。

27



稲

倉

城

跡

一
名

称

松
本
市
史
跡
稲
倉
城
跡

二

所

在

松
本
市
大
字
稲
倉
一
五
一
〇
番
地
は
か

三

所
有
者
・
管
理
者

柳
沢
舛
好
ほ
か
2
4
名

四

由
緒
・
概
略

稲
倉
城
は
稲
倉
部
落
北
背
の
山
頂
に
あ
る
山
城
で
室
町
時
代
初
め
か
ら
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
十
一
年
(
一
五
八
三
年
)

ま
で
浅
間
郷
の
領
主
で
あ
っ
た
赤
沢
氏
の
本
城
で
あ
る
。

赤
沢
氏
は
甲
斐
源
氏
と
い
わ
れ
る
小
笠
原
氏
の
分
家
で
初
代
清
経
が
鎌
倉
時
代
の
初
め
頃
に
伊
豆
国
田
方
郡
赤
沢
郷
(
神
奈
川
県
熱
川
市

赤
沢
)

の
地
頭
と
な
っ
て
住
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
地
名
を
と
っ
て
赤
沢
氏
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

赤
沢
市
が
浅
間
郷
に
入
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
史
料
は
な
い
が
、
建
武
二
年
春
か
ら
秋
頃
に
か
け
て
の
信
濃
国
の
守
の

来
任
の
折
に
信
用
の
お
け
る
一
族
の
赤
沢
氏
を
置
い
て
治
め
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
正
平
十
年
の
桔
梗
ケ
原
の
戦
で
は
小
笠
原
軍
の
中

に
赤
沢
氏
の
名
が
見
え
る
の
で
こ
の
頃
に
は
す
で
に
こ
こ
に
居
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

稲
倉
城
の
築
城
時
期
も
判
然
と
し
な
い
が
、
「
謹
上
稲
倉
山
由
緒
付
口
上
書
」

(
稲
倉
、
増
沢
薫
氏
所
有
)

に
よ
る
と
建
武
二
年
信
濃
国

の
守
護
職
小
笠
原
信
濃
守
貞
宗
が
、
井
川
の
城
に
入
ら
れ
た
時
に
小
笠
原
の
末
孫
赤
沢
校
尉
が
、
本
郷
6
ケ
村
を
拝
領
し
て
、
稲
倉
に
城
や

居
館
を
作
っ
て
移
住
さ
れ
、
建
武
二
年
よ
り
天
正
七
年
(
実
は
天
正
十
一
年
)
ま
で
、
二
三
八
年
の
間
赤
沢
氏
代
々
の
城
山
で
あ
る
と
述
べ

て
お
り
「
信
府
統
語
」
に
も
同
様
記
述
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
戦
国
時
代
初
期
頃
の
築
城
と
推
定
さ
れ
る
。

城
の
東
側
の
谷
間
は
高
井
の
入
(
竹
の
入
)
と
よ
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
城
の
奥
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
奥
に
。
お
て
ん
ぢ
ょ
う
“
と

よ
ば
れ
る
語
の
城
が
あ
る
。
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城
の
東
南
の
山
麓
に
は
家
号
と
し
て
上
堀
、
下
堀
の
名
称
が
今
も
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
上
下
二
条
の
空
堀
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
他
に
横
手
の
地
名
も
残
り
、
治
郎
左
衛
門
屋
敷
は
赤
沢
左
衛
門
尉
経
康
が
武
田
信
玄
に
降
復
し
た
後
、
目
付
と
し
て
柳
沢

治
郎
左
衛
門
虎
清
を
置
い
た
屋
敷
跡
で
あ
る
。

城
の
大
手
は
城
の
南
西
で
麓
の
御
屋
敷
平
と
い
わ
れ
る
梢
広
い
中
段
の
平
地
は
、
赤
沢
氏
代
々
の
居
跡
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
東
北
の
方
に

は
井
跡
、
寺
跡
の
地
名
が
残
り
、
赤
沢
氏
の
井
戸
、
菩
提
寺
が
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
他
に
"
お
ま
ん
ず
“
(
御
政
所
)
が
あ
り
、
赤
沢
氏
が

政
務
を
執
っ
た
地
名
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
他
氏
神
若
宮
八
幡
宮
が
屋
敷
の
北
側
に
明
治
四
十
四
年
ま
で
あ
っ
た
。
友
砦
と
し
て
三
才
山
砦

早
落
(
洞
山
)
砦
、
茶
臼
山
砦
、
横
谷
入
砦
な
ど
が
本
郷
地
区
内
に
あ
る
。

五

現

状

稲
倉
部
落
の
北
方
に
位
置
す
る
尾
根
約
五
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
山
城
は
設
け
ら
れ
、
急
峻
な
岩
壁
と
空
堀
に
よ
っ
て
堅
固
を

誇
っ
て
い
る
o
主
郭
は
標
高
約
一
〇
〇
〇
m
で
自
蛇
の
松
と
い
わ
れ
る
老
松
が
あ
り
、
南
西
に
五
段
を
つ
け
て
下
り
、
大
堀
に
達
し
て
い
る
。
牡

副
郭
は
西
斜
面
に
帯
曲
輪
が
発
達
し
、
更
に
南
に
は
物
見
台
が
あ
る
。
物
見
台
よ
り
急
斜
面
を
南
下
す
る
と
平
坦
な
わ
ら
び
平
に
至
り
、
こ

こ
に
も
数
ヶ
所
に
曲
輪
が
あ
る
。

こ
れ
ら
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
往
時
の
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
。
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法

船

寺

の

境

内

一
名

称

松
本
市
名
勝

法
船
寺
の
境
内

二

所

在

松
本
市
内
田
二
九
四
六
番
地

三

所
有
者
・
管
理
書

法
船
寺

四

由
緒
・
概
略

法
船
寺
は
標
高
約
七
五
五
m
の
内
田
地
区
南

東
端
に
あ
り
真
言
宗
智
山
派
の
寺
院
で
あ
る
が
、
こ
の
境
内
に

は
目
通
り
径
四
・
三
m
の
乳
を
も
つ
大
銀
杏
、
二
・
〇
m
と
一

・
一
m
の
モ
、
、
、
ジ
、
三
・
〇
m
の
枝
垂
桜
が
あ
り
、
特
に
乳
を

も
つ
大
銀
杏
は
市
内
入
山
辺
の
千
手
の
銀
杏
に
次
ぐ
も
の
で
あ

る
o

境
内
に
は
建
物
で
は
鐘
楼
と
観
音
堂
が
あ
り
、
北
側
に
は
石

仏
お
よ
び
供
養
塔
が
十
二
基
、
西
側
に
は
六
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ

て
い
る
。
境
内
正
面
お
よ
び
北
側
は
お
よ
そ
二
五
〇
〇
鵬
で
、

こ
れ
ら
樹
木
に
よ
り
境
内
全
体
が
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
示
し

て
い
る
。
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あ

と

が

き

本
編
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
松
本
市
内
の
国
・
県
・
市
の
指
定
文
化
財
の

概
略
を
示
し
た
集
録
の
中
の
一
編
で
あ
り
、
本
編
を
も
っ
て
昭
和
五
十
七
年
度
ま
で
に
指
定

さ
れ
た
全
て
を
、
収
録
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
十
分
な
記
述
等
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
郷
土
の
文
化
財
を
理
解
す
る
と
と
も
に
歴
史
を
知
る
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。
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